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量⼦コンピュータの原理「量⼦のもつれ」を⾒出したのもアインシュタイン 
 
アインシュタインはやはり天才である。1935 年に量⼦コンピュータの原理となる量⼦のも
つれを⾒出した。だが、アインシュタイン⾃⾝はこんなことはあり得ないとして、量⼦⼒学
は不完全であるとした。「神はサイコロを振らない」はアインシュタインの⾔葉であり、こ
のことばで曖昧模糊とした量⼦⼒学への疑問を投げかけた。 
 
アインシュタイン⾃⾝が⼈⽣最⼤の過ちとした宇宙を制⽌させるための「宇宙項」の導⼊。
宇宙が膨張していることが明らかになり、アインシュタインはこの宇宙定数の導⼊を⽣涯
で「最⼤の過ち」として後悔したというエピソードは有名である。 
 
「量⼦のもつれの発⾒」「宇宙項の導⼊」。アインシュタインはやはり天才である。 
 
 

 


